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鹿児島湾内産主要魚類の漁況と環境要因

についての研究－１Ｖ

小アジにっいて

田ノ上豊隆

StudiesontheRelationbetweentheFluctuationinCatchand

theEnvironmentalFactorsofthePrincipalFishesin
KagoShimaBay-IV

OntheYoungHorse-Mackerel，刀．αcﾙ”“Ｊ”o"iaIs

ToyotakeTANouE

Abstract

（１）PIuctuationinthecatchofyounghorse-mackerelsinKagoshimaBayhas
beenstudiedthroughasurveyofstatisticaldataonthecatchattwentyfishingports
onthecoastofthebay（Figs、１＆２)．ＹｏＩｍｇ５ｓｈａｒｅｃｈｉｅＢｙｃｎｕｇｈｔｉｎｔｈｅwaters
ｗｈｅｒｅｔｈｅｄｅｐｔｈｒａｎｇｅｓｆｒｏｍ３０ｔｏ５０ｍ（Fig.３)．Intheinsideofthebaythenshing

isprincipa]lyperformedduringthemonthsfromApriltoOctober，whileiishingseason
attheentrancｅｏｆｔｈｅｂａｙｉｓｍａｉｎｌｙｃｏｎｆｍｅｄｔｏａｐｅｒiodfromNovembertoMarch．
（２）Thedistributionofbody-lengthsinthecaIchwasstudiedmonthlybetween

MarchandDecemberl959（Fig.４，Tableｌ)．Thegreatmajorityofthecatchis

occupiedbysmall-sized（６－I4cminthebody-length）individuals，asmallportion
consistingoflal･gc-sized（15-21cminthebody-1ength）animals，Refbrringalsoto
thecultureexperlmentofyoungfish（Fig.５.Table２),itispostulatedthattheabove
statedsmall-sizednshareintheirfirstyearandthelarge-sizedanimalsareintheir
secondyear．

（３）Seasonalvariationsinthehydrographicalcolnditionsinthebayasobserved
inthemonthlyoceanogｒａｐｈｉｃｓｕｒｖｅｙｓａｒｅｓｈｏｗｎｉｎＦｉ９．６ａｎｄＦｉｇ．７．Themigra‐
tionofyounghorse-mackerelsintothebaytakeｓｐｌａｃｅｉｎｓｐｒｍｇ，mostprobablywhen
awatertempel･ａｔｕｒｅａｔ２５ｍｄｅｐｔｈｉｓｒａｉｓｅｄｏｖｅｒｌ７｡Ｃ；ｔｈｅｍｉｇｒａｔｉｏｎｔｏｔｈｅｏｕｔｓｉｄｅ
ｏｆｔｈｅｂａｙｓｅｅｍｓｔｏｏｃｃｕｒｉｎａｕｔｕｍｎｗｉｔｈｔｈｅｌowermgofthewatertemperatu１℃．

1．緒 ＝

マアジ（TracA"Ｉ･"s/apo砿c",，）は，鹿児島湾内において，八田網（夜間操業，集魚灯併

用）の漁獲対象として極めて重要な資源である．

漁獲量は1958年に1,300トン，1959年に1,500トン程度に増加し，アジ類（他にムロア

ジを含む）の９０％以上を占めて，片口鯛に孜いで多獲されている．

特に最近は，イワシ類，小サバ等の洞倣魚の水揚げが減少の傾向にあるので，アジの重

要度は増大して来た．

筆者は湾内重要魚類の漁況研究の一環として，今回は1958～'59年のマアジの漁況変動，

魚体組成，海中飼育マアジの生長と湾内棲息群の体長分布の比較検討．，漁場環境等につい

て調査したので報告する．

Ⅲ、漁況概要

農林統計資料中で鹿児島湾内の主要水揚港20港（山川，指宿，今和泉，喜入，岩本，谷
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山，平川，鹿児島，加治木，国分，小浜，牛根，福山，垂水，古江，高須，根占，大根占，

佐多，赤水）を選び，各漁協の集計に基いて，月別の漁獲量の変動を承ると，Ｆｉｇ．１に示

す如く，漁期は周年におよんでいることが判る．

しかし，総体的には１１月頃から翌年３月頃までの漁獲鯖は極めて少く，冬季は閑漁期と

なり，４月から１０月までの漁獲量は比較的多く，６月と８月には顕著な漁獲量のピークも現

われており，この期間が湾内のアジの盛漁期とみられる．

鹿児島湾は湾口から湾奥の最北部まで35浬以上もあり，その形状は湾口，中央部，奥部

の三海区に区分される．

殊に湾奥部は桜島によって区切られた様な型で，他の海区と海況も異')っている従って

魚群の来瀧にも湾口部と相異が予想されるので，比較的機動性に乏しく，地先漁場で操業

している隼人，国分，小浜等の漁獲量の変動をFig.２に示した．図でわかる通り，漁獲量

は1958年に６０トン，５９年に７０トン程度で湾内総漁獲量の５％位にすぎない．これに牛

根其の他の漁協の水場を加算して２倍位とみても，大体10％程度が湾奥部海区で漁獲され

ている事となる．
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田ノ上：鹿児島湾内のマアジについて

１２３４５６７８９１０１１１２１２３４５６７８９１０１１Ｉ２
ＭｏｎｔｈＭｏｎｔｈ

Ｆｉｇ，１．ＳｅａｓｏｎａｌｖａｒｉａｔｉｏｎｉｎｔｈｅｃａｔｃｈｏｆＦi９．２．Ｓｅａｓｏｎａｌｖａｒｉａｔｉｏｎｉｎｔｈｅｃａｔｃｈｏｆ
ｈｏｌ－ｓｅｍａｃｋｅｒｅｌｓｉｎＫａｇｏｓｈｉｍａＢａｙｈｏrsemackerelsoffthenorthemsi-
iｎｌ９５８ａｎｄｌ９５９．ｄｅｏｆＳａｋｕｒａｓｈｉｍａｉｎｌ９５８ａｎｄ1959.

1958：一⑳－1959：一○一

漁期は５月にはじまり10月まで続き，１１月には殆んど漁は終る．月別漁獲量のピークは

８，９月に現われて，湾内の全般的傾向より梢交遅れる傾向が認められる．

即ち湾奥部では，魚群の測瀧は他の海区より若干遅れて５月頃来溝し，８，９月の盛夏に

最も多く，１０月末には主群は南部へ移動するものと推定される．

漁場の分布はFig.３に示す如く，全般的に水深５０ｍ附雲近および以浅の海域に多く，

湾中央部の最も深い海区に漁場が形成されることばない．

小サバ群2)とは漁場を同じくする場合が多く，体長差の少い春季に最も良く混獲される．

現在八田網，四腔張網（昼間操業）等の好漁場となっている海区は，薩摩半島側の谷山

沖から喜入，今和泉沖の３０～SOm水深の海域であり，４月から後述する中型。小型魚が多

獲されている．山川港外，稚児ケ水方面は晩秋と翌早春の頃に好漁場となる．大隅半島側
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孜にこの両型群を飼育マアジの成一

長状況と比較して承よう．

Fig.５，Ｔａｂｌｅ２は田ノ上3)が官一

'9う6年６月から覇7年６月までの：I扇三--‐
1年間，鹿児島湾内の海潟港と水産皆一

学部沖合において,生賛内で毎日’＃二
回の投餌を続けて飼育したマアジの畠,0一一一一

成長傾向を示したものである．一

墨繍鵜県蹴旧に

5７

は湾口部に近い伊座敷方面の定置網によって若干漁獲されるが，漁場は根占沖から高須，

古江沖に至る海区と海潟から桜島南部が主漁場となる．

根占沖は秋期における中型魚の一本釣漁場としても重要な海区である．なお同海区は秋

期にムロアジの好漁場となるが，この事については別に報告する．

ｍ、体長組成

1959年に知林島から谷山沖にいたる薩摩半島側漁場で，八田網によって漁獲されたマア

ジの体長分布はFig.４，Ｔａｂｌｅｌの通りで，体長範囲は５ｃｍ位の小型魚から２３ｃｍ程度

の中型魚まで出現している．

月別の体長組成をみると，３月下旬頃から４月に６～７ｃｍにモードを持つ小型群が現わ

れ，５月にはほぼ同程度の体長群と１４～16ｃｍ範囲の中型魚群も出現している．この後７

月まで，小型魚のモードの移行は極めて小さく，成長状況も不明瞭である．おそらくこの

間には小型魚の添加が続き，群間の離集が激しくて，一定の成長傾向を端的に表示しない

為にこのような現象が生ずるものと考えられる．

８月以降になると，１０ｃｍ以下の小型魚の数は比較的少くなり，モードは１１ｃｍ程度か

ら漸次増大して年末には１４ｃｍ程度に達する．

中型魚については毎月の詳細な調査資料がないので，良くわかっていないが，５，６月に

14～17ｃｍの体長範囲の群が現われ，9,10月には１９～23ｃｍの範囲で２１ｃｍにモードを

持つ群が出現している．

以上の体長分布から，湾内で漁獲されるマアジ群は，前記の小型魚群と中型魚群の両型

があることがわかる．

13.9ｃｍに達し，最大体長１６ｃｍ台２４６８１０１２２４６８
Ｍｏｎｔｈ

に成長している．又翌年４月にFig.５．Ｔｈｅgrowthcurveofrearedyounghorse
は平均体長１８．３ｃｍで最大体長はmackerelsinKagoshimaBay,1956～1957.

20.1ｃｍに達している．

飼育魚と天然棲息群とは摂餌量，環境等の相異に基く，成長の差異は勿論考慮しなけれ

ばならないが，成長曲線でわかる如く，アジの成長はサバ等に較べて遅い4)ので著しい差異

はないものと推定される．

この飼育魚の成長から判断すると，前記の小型魚群のモードの移行は春湾内に来溝する

、ノ上：鹿児島湾内のマアジについて
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先ず年間の水温変化をみると，冬季に１６°Ｃ程度に低~下し，夏季に各点共２６℃の高温に

達すること，昇温の時期は湾奥部ほど遅れる!｣『が良くわかる．

Ｓｔ、１では最低温期は２月であるが，水温は１７℃台の比較的暖水で覆われ，３月になる

とすでに昇温の傾向がみられる．９月になって２６℃の最高温に達してその後は漸次降下

群の成長を現わすもので，年末に同系統群が１４ｃｍ台に達したものであろう．叉５月に承

られる中型魚は前記小型群が成長した１才魚群であり，秋にみられる２１ｃｍ程度の群と同

一系統と推定される．此の結果は山田5)の成長調査結果とも良く合致する．

即ち湾内では当才魚群と１才魚群が漁獲の対象になっているようである．

中型魚は２５ｃｍ以上になると湾内で漁獲されないので，この年の冬から湾外の沖合に移

動棲息するものと考えられる．

１Ｖ、水温，塩分の変化と漁況

魚群の棲息移動に最も影響をおよぼしていると推察きれる２５ｍ層の水温の月別変化を

Fig.６に示した．図中のＳｔ,１，１２，２６は夫煮湾口部，奥部の漁場内の一点であり，水温

は毎月上旬に実施している湾内定期観測の資料を用いた．

爪鰯
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田ノ上：鹿児島湾内のマアジについて 5９

しはじめる．

Ｓｔ,１２では最低温期は３月で梢為遅く，４ｊ１に漸く１７℃台に達し，その後の変化はＳｔ.’

とほぼ同様である．

Ｓｔ､２６では最低水温の時期は更に遅く，５月になって漸く昇温の傾向が認められる．しか

し本海区では６月に１７°Ｃ台に達し，湾口附近の水温分布とかなりの相異のあることが判

る．

最高水温に達する時期は各海区共９月であり，１０月以降水温は降下しはじめるが，湾奥

部では１０月の較差は他の海区程大きくない．

この水温変化状況と前記の漁況変動との関連性を観察すると，湾口から湾中央海区で漁

況の活溌化する４月は同海域の水温の昇温期であり，水温の最も高い夏季に漁況は最も活

況を呈する．叉水温.の下降しはじめる１０，１１月が終漁期となる．

湾奥部の漁期の遅れは，１７℃台の水温に達するまでの時間的な遅れとみることができ

よう． ３５．

湾中央部漁場のＳｔ､１２におけ-る２５ｍ

と５０，層の塩分変化をFig.７に示す．

塩分は33.0～34.7%６の範囲で，概し
グー、

て冬。春季に高く，夏。秋季に低い．特ぎ

に25ｍ層で低下の現象は顕著である倉３４
アジの盛漁期となる４～１０月の塩分は易
大体33.6～34.3%６程度の範囲で，比較

的高臓な，いわゆる混合水帯である．

冬季の高賊水は低温であり，湾内の中

・底層水の対流混合による影響が大きい３３

Ⅱ

４

０

『A可

Ⅱ

０

Ｕ

ものと推定される．１２３４５６７８９１０１１１２
Month

アジは塩分に対.する適応範囲3)はかなFig.７．Annualvariationofsalinity（％0）
り広いので，冬季の塩分変化が群の棲息ａｔＳｔ,12,1959.

に直接の影響を与えるとは考えられな２５mdepLh：－△一５０mdepth：一△－
い、しかし，低温。高臓な底層水の出現はアジ群の移動を促進する原因として考慮すべき

であろう．

ｖ、要約

鹿児島湾内のマアジ漁況と海況について考察し次の如き結果を得た．

１）マアジの漁場は水深５０ｍ以浅の海域に広く分布し，中でも谷山一今和泉沖が最も

好漁場となる．盛漁期は湾中央部で４～10月，奥部は５～10月で梢煮遅れる．湾口部から

湾外の漁期は晩秋から３月頃である．

２）魚体は６～１４ｃｍの小型魚（当才魚）と１５～21ｃｍ程度の中型魚（１才魚）の両型

がみられる．

３）漁場の２５ｍ層の水温が１７℃台以上に上昇した後漁獲がはじまり，高温期（6～９

月）に漁況は最も活況を呈し，水温が下降しはじめると終漁期となる．

漁場の水温。塩分範囲は夫々 １７～26°Ｃ，33.6～34.3脇であった．
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終りに統計資料を提供して頂いた鹿児島農林統計事務所の関係各位，湾内観測を担当さ

れた練習船しろやまの高橋船長以下乗組員各位に深く感謝の意を表する．
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